






9

ねていた。その目的はチョゴリザ登頂映画撮影
の苦労話を聴くためであった。その関係で今回
の訃報が高村宅へ届いた。その訃報は岩坪氏経
由で私は知った。

　潮田氏にはお二人のお嬢さんがいらっしゃ
る。長女は山形市にお住みになり、次女は東京
近郊にお住みである。私は長女の方へお悔やみ
の手紙を書いた。
　潮田氏の戦争体験は誠に貴重であり、その資
料をお持ちですかと尋ねた。運よく潮田氏が
92 歳の時に著された「私の戦争体験記」をい
ただいた。潮田氏の経歴とその本の内容は次の
通りである。

大戦中期まで
1917 年（大正 6 年）5 月 22 日生
1938 年（昭和 13 年）11 月　ニュースカメラ
マンとして同盟通信社へ入社。同年 12 月上海
へ、その後北支、中支、南支で従軍カメラマン
として陸軍山砲部隊などで活動した。そこで中
国軍のチェコスロバキア製機関銃の攻撃に時々
遭遇した。
1940 年（昭和 15 年）　3 年間の中国戦線から
帰国した。11 月紀元 2600 年式典が皇居前広場
で開催された。その式典撮影カメラマンとして

チョゴリザ登山隊のカメラマン・潮田三代治氏を悼む
芳賀孝郎

　潮田三代治氏は 2021 年 9 月 21 日 104 歳の
人生を全うしてお亡くなりになった。チョゴリ
ザ隊員一同心よりお悔やみ申し上げる。

　奥様がお亡くなりになった 92 歳から 12 年
間一人で生き抜いたことは素晴らしい。支那事
変から太平洋戦争の 7 年間カメラマンとして従
軍したこの貴重な体験により、強い意志と慎重
な行動で長生きされたと思う。
　氏は、1958 年京都大学学士山岳会チョゴリ
ザ登山隊にカメラマンとして同行された。若い
平井、高村、岩坪、芳賀隊員は潮田氏の戦争体
験の話に魅かれ、ミッドウェー海戦、ガダルカ
ナル戦線、インパール作戦、レイテ島戦線など
の激戦地での話に興奮したことを思い出す。潮
田氏は、カメラを構えている時は弾丸がカメラ
をそれて行くとの強い信念の持ち主であった。
　チョゴリザ登山中もカメラを持った潮田氏
は、危険な場所も恐れず行動するので、加藤副
隊長は潮田氏がカメラを持った時には隊員は注
意をして見はるように云われた。登山経験のな
い潮田氏であったが、激戦地を生き抜いた強い
精神と経験、更に高い職業意識を持ってチョゴ
リザ（7654m）の初登頂の登山記録を撮影した。
　2018年12月の日本山岳会年次晩餐会で、チョ
ゴリザ登頂 60 周年記念の講演と「花嫁の峰　
チョゴリザ」の映画会が皇太子殿下（当時）を
お迎えして開催された。登頂者平井隊員の講演、
そして中島、平井、高村、岩坪、芳賀の各隊員
が紹介された。晩餐会後には皇太子殿下と懇談
の機会が与えられた。皇太子殿下は 60 年前の
チョゴリザ登頂の映画に感動し、素晴らしい映
像であったとお褒めの言葉があった。潮田カメ
ラマンが聞いたらさぞ喜んだことと思った。
　チョゴリザ登山後も平井ポコさん、高村デル
ファさんは潮田氏とは時々連絡を取っていた。
私は平井氏の知らせで、100 歳になられた潮田
氏へお祝いの電話をしたことがあった。昔と変
わらずの声で懐かしく感じた。
　チョゴリザ登頂 50 周年の翌年・2009 年ポコ
さんとデルファさんは東京・板橋の潮田宅を訪

写真 1　潮田三代治氏　『チョゴリザ』朝日新聞社
（1959）より



10

選抜された。その年、大毎、朝日、読売、同盟
のニュースカメラ班は一つに統一されて日本映
画社となり、潮田氏は日映社員となった。
1941 年（昭和 16 年）12 月 8 日　太平洋戦争
勃発
1942 年（昭和 17 年）1 月　ペナンの潜水艦基
地に派遣された。この基地にはイ 60 号からイ
64 号までの 5 隻が配属されていた。当時日本
は 75 隻の潜水艦を持っていた。
　山本五十六連合艦隊司令長官が視察に来られ
た。その後、山本長官は航空機での移動中に暗
号を読まれアメリカ軍に撃墜された。基地では
往復 3 ヶ月を要してドイツから生還した潜水艦
にも出会った。
　その後サバン島の海軍航空隊の報道班へ移動
した。マレー半島の西端にあるインド洋に面し
た島であった。サバン島では中型攻撃機が毎日
8 機でインド洋の敵艦を捜索するのが日課で
あった。もし敵艦隊を発見したら直ちに敵艦隊
の編成を基地に打電する。発見した機は、当然
敵艦隊の戦闘機に撃ち落される運命であった。
毎日敵艦隊を見つけないよう祈っていた。
1943 年（昭和 18 年）航空母艦「瑞鶴」に乗る。
ミッドウェー海戦（1942 年）では、海軍の作
戦失敗でアメリカ軍に迎え撃たれ、壮烈な戦い
の末に敗れた。日本海軍には 9 隻の航空母艦が
あったが、この海戦で「赤城」「加賀」など主
力空母 4 隻が撃沈された。そのため、主力空母
の中でこのころ無傷だったのは「瑞鶴」1 隻だ
けであった。瑞鶴に乗艦した報道班員は潮田 1
人であった。記事を書き、写真を撮り、映画を
撮り、一人三役の仕事であった。

　「瑞鶴」は排水量 3 万トン、飛行甲板 300m、
戦闘機、艦上攻撃機、艦上爆撃機各 30 数機合
計 100 機が搭載されていた。乗組員は 2500 名。

ガダルカナル島の撤収作戦（1943 年）
　この時、潮田は空母「隼鷹」に乗艦していた。
その空母は商船・橿原丸を改装したものであっ
た。昭和 17 年 5 月竣工で 48 機の飛行機を搭
載していた。
　当初ガダルカナル島には九州の 124 連隊が
守備についていた。アメリカ軍が制空権と制海
権を持っているため、数千名の将兵には補給が
出来ず殆どの兵隊は餓死した。生き残った 200
余名の将兵を救出する作戦であった。夜中駆逐
艦で海岸に接近して救出した。その兵士を「隼
鷹」に乗船させた。痩せこけて兵士は目だけが
異常に輝いていたと記されている。

インパール作戦
　1944 年（昭和 19 年）1 月、アンダマン島に
敵前上陸したある日、日映本社から指令が飛び
込んできた。陸軍最大の失敗作戦と言われたイ
ンパール作戦へ参加せよとの命令であった。
　インパール作戦には 31 師団のほか 15 師団
33 師団その他数師団の編成部隊 10 万人以上が
投入された。メイミョウからインパール迄は
400km あり、1944 年 4 月作戦が開始された。
　ジャングルの中の行軍、補給部隊はことごと
く英インド軍に攻撃された。雨季のジャングル
の中で 10 万名余の将兵は全くの陸の孤島に取
り残された。潮田は中国戦線で先輩から教えら
れた「死ぬまで離すな」と言われた岩塩をなめ
ながら歩き続けた。これ以上に部隊と共に行動
しても意味がないと判断した。同盟通信の野口
記者と共に師団参謀にメイミョウまで後退した
い旨の相談をした。参謀は即座に「あなた方は
死んではいけない。生きてこの状況を必ず伝え
て欲しい」と手を握った。
　途中のジャングルの中は惨憺たるものであっ
た。野戦病院は医師も看護婦も見当たらず、死
体は埋めることもなくいたるところに放置され
ていた。インパール作戦の記録フイルムは師団
司令部を経て東京へ発送した。300 フィートの
フイルムは東京に着いていた。この作戦で、ビ
ルマ人、インド人含めて 16 万 4 千人が犠牲に
なった。

写真 2　ベースキャンプのチョゴリザ登山隊、最前に
座るのが潮田氏、（1958 年）
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1944 年 11 月レイテ島に逆上陸
　一度フィリピンから撤退したマッカーサー将
軍が真珠湾第 24 師団を率いて、再びフィリピ
ン・レイテ島東岸に上陸したのは 10 月 17 日
であった。このマッカーサーを迎え撃つため、
満州での陸軍最精鋭部隊の第一師団を急遽レイ
テ島に逆上陸させることになった。
　潮田はインパール作戦からようやくマニラに
帰った時、日映本社からマニラから第一師団に
従軍するように指令を受けた。第一師団の将兵
と 13 名の報道班員は 4 隻の貨物船に乗船した。
海軍の艦艇に守られた船団は、昼間はバラバラ
になり島影に隠れながら、夜だけ航行し爆撃を
受けずに 11 月 1 日夜明け前、レイテ島オルモッ
ク湾入口に到着した。オルモック湾は 14 日前
アメリカ軍の上陸した太平洋側山脈を挟んだ反
対側である。
　夜明け前に上陸が開始された。この日は風
が強く、海は荒れ、上陸は困難を極めた。舟
艇に乗り移れない兵士は次々と海へと落ち悲
惨であった。この上陸作戦のフイルム原稿 500
フィートは金華丸の船長に託され、内地で
ニュース映画として公開された。
　上陸した将兵は、一切の補給がなくなり、フ
イルムの補給もなくなった。
　アメリカ軍の攻撃は日夜激しくなり、砲弾は
降り続いた。逃げるにも逃げ場がなくなり袋の
ネズミとなった。こんなバカバカしい戦争をな
くするには地球が一つになることしかないと潮
田は考えた。
　13 名の報道班員の内 3 名はインパール作戦
とニューギニア戦線の経験者であった。3 名は

第一師団参謀からマニラ司令部行き命令書を書
いてもらった。
　3 人が海岸に向かう山道には、日本兵の腐敗
した死体がゴロゴロとあり、まだ少し動ける人
もいた。この辺り一帯は負傷者と死体が群をな
し、まさにこの世の地獄であった。
　装甲艇でセブ島に渡り、そこから戦闘機に乗
りミンダナオ島に到着した。
　マニラに着いたのは、レイテ島を出発してか
ら 10 日目であった。その当時マニラはアメリ
カ軍が迫っているので騒然としていた。日本人
はマニラからバギオへの脱出中であった。途中
度々アメリカ軍機の攻撃を受けた。隊はバラバ
ラになり、潮田は単独で歩き出し、ツゲガラオ
飛行場を目指した。そこで運よく双発高等練習
機に乗ることが出来た。台湾の高雄に無事到着
した。その後台北でしばらく休養して日本行の
飛行機を待った。

東京へ帰る
　1945 年（昭和 20 年）3 月 1 日インパール作
戦とレイテ島戦争の地獄の長い道のりを経て東
京へ帰った。当時若いカメラマンは各地の戦線
を点々と移動させられ、使い捨てカメラマンで
あった。日映社には 52 名のカメラマンがいた
が、数名のみが生き残った。潮田はその一人で
あった。
　3 月 30 日、潮田は待っていてくれた城直弥
生さんと結婚した。千葉の白浜へ新婚旅行に
行った。その後世田谷代田 2 丁目で新婚生活が
始まった。
　4 月に NHK から子供の時間に戦地の様子の
お話をしてほしいと依頼があった。放送する前
に参謀本部の許可が必要であった。日本はもう
勝ち目がないので、都会に住んでいる方々は早
く疎開するようにとの原稿は全て赤線が引かれ
ていた。仕方なく、戦地も内地と同様に食料が
不足している、苦しい状況で兵隊さんは戦って
いる、と話をした。
　隣組からも戦地の話を聞きたいとの要望が
あった。戦地の兵隊さんたちは弾薬も食料も補
給がなく、このような状況下で戦争している。
この戦は勝ち目はない、と話をした。そこの班
長から言葉を慎むよう注意された。

写真 3　ベースキャンプを訪問したイタリア隊（G Ⅳ
初登頂）とともに。最前列右端が潮田氏（1958
年 8 月）
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陸軍参謀との会談
　日映を通して陸軍参謀本部からフィリピンの
戦況について、最近現地から帰った報道班員か
ら「見て来た戦況」を聞きたいとの依頼を受け
た。
　千載一遇のチャンスが来たとばかりに、勇気
をもって 3 人の参謀へ、ガダルカナル島、イン
パール作戦、レイテ島のジャングルで悔しなが
ら餓死した数十万人の将兵を代表して参謀たち
にぶちまけた。更に最前線から帰ってみると、
国民はアメリカ軍が上陸した時は竹やりで立ち
向かうよう軍から通達が出されているという。
現況では少しでも犠牲を少なくするため安全な
場所へ避難するようお願いし、これで戦局は持
ちこたえられるかを問うた。3 人の参謀はうつ
むいたままで、一言も発しなかった。

1945 年 8 月 15 日　終戦を迎えて
　潮田は日中戦争に続いて太平洋戦争と 7 年間
陸軍と海軍に従軍し、敗戦した。各々の軍の欠
点を述べている。

陸軍について
　陸軍では食料の調達は現地調達が基本であ
り、中国本土では成功した。しかしジャングル
の中での戦い、ガダルカナル島、インパール作
戦、レイテ島では見事に失敗した。アメリカ軍
は制空権と制海権を握り「兵糧攻め」戦法でイ
ンパール作戦、更にフィリピン作戦とで数十万
の将兵が餓死した。インパール作戦でも、レイ
テ島でも、日本軍の空からの補給を一度も受け
たことがなかった。

海軍について
　海上での最後の勝敗を決するのは戦艦であ
り、戦艦を主とする艦隊同志の決戦は砲術で決
する、と砲術科出身の面々が固く信じている。
一方航空部隊は着々と充実していたがトップが
若く、古参の砲術科に太刀打ち出来なかった。
　ミッドウェーの海戦では数隻の航空母艦を撃
沈された。残りの主力空母の中で潮田が乗った
瑞鶴のみが無傷であった。その後の空母は商船
を改装したもので、一発の魚雷で沈没した。そ
の後急いで建造された「大和」と「武蔵」は
超巨艦であった。この戦艦一隻の建造費で 100
機搭載できる空母が 3 隻も出来る費用であっ

た。航空部隊の連中はどうして空母を造らない
か口惜しがっていた。戦争の敗因は陸軍も海軍
も現場の戦争を無視した参謀の作戦が失敗で
あった。

戦後の活躍について
日映新社の社員となり、帝銀事件、松川事件な
どのニュース映画の報道で活躍
1958 年　チョゴリザ登山隊にカメラマンとし
て参加、活躍
1964 年　東京オリンピックの報道カメラマン
として活躍
1970 年　日映新社退職
1972 年　札幌オリンピックの報道カメラマン
として活躍

その後 15 年間専門学校多摩学園の映画学科（現
在の多摩美術大学）で教鞭をとり、ドキュメン
タリー映画の撮影、製作を指導した。

2021 年 9 月 21 日逝去　享年 104 歳

　私はチョゴリザ登山中に断片的に中国戦線、
ミッドウェー海戦、インパール作戦、レイテ島
戦線の話を聞いていた。今回潮田氏の「私の戦
争体験記」を読んで、太平洋戦争の年代別戦争
の歴史を知ることが出来た。
　各戦線から逃れた度に潮田は、戦争のない平
和な地球にしたいと叫んでいた。地球が一つに
なり、言葉が統一され、貨幣も統一される地球
になってほしいと記され、戦後も戦争が世界各
地で起きていることを嘆いていた 

　潮田氏は誠に運の強い人である。インパール
作戦でも、レイテ島の戦線でも勇気をもって脱
出を決断し、見事に成功した。その行動を称賛
し、心より喝采を送りたい。
　日本人でこの太平洋戦争の各激戦地で報道カ
メラマンとして従軍し、生き抜いた人は潮田氏
以外に実在しただろうか。5 千フィート余の戦
争記録フイルムとそれに関した資料は全て焼失
したが、「花嫁の峰　チョゴリザ」の映画は後
世に残るでしょう。
　ご冥福をお祈りする。	�  合掌
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　もう既に 2 年半も前になりますが、2019 年
4 月 13 日（土）、JICA 国際会議場（東京・市ヶ
谷）で開催された第 48 回雲南懇話会の講演概
要を紹介させていただきます。

1．東ブータンの土着信仰 　－シャショッパの
事例から－

　　　同志社大学大学院グローバル・
スタディーズ研究科博士後期課程（講演当時）

　　渡邉 美穂子

　ヒマラヤ山脈東端に位置するブータンは敬
虔なチベット仏教徒が多いこと、国民総幸福

（Gross National Happiness）政策により、国民
の幸福度が高いことで知られており、約 80 万
人が暮らしている。渡邉さんは、首都から車で
二日かかる東ブータンの人々の土着信仰を調査
している。ブータンには約 400 もの土着神が
いるが、東ブータンのタシガン県一帯ではア
マ・ジョモという女神が大きな影響力をもっ
ている。この地域には公用語ゾンカとは異な
るシャショップという言語を話す人々がおり、
シャショッパ（「東方の人」の意）と呼ばれる。
その中でも、メラ、サクテン地域のブロッパと
いう部族はアマ・ジョモとともにチベットから
やってきたという伝承を持つ。そして、そのア
マ・ジョモ信仰は、メラ、サクテンの麓の村々
にも根づいている。シャショップは文字の無い
言語だが、彼らはアマ・ジョモ信仰の儀式やス
トーリーを親から子、子から孫へと代々語り伝
えてきた。渡邉さんは、それらを彼らから直接
聞き取り、また地域の儀式に参加して調査を
行ってきた。
　調査地の一つであるラディ地域ではラカン

（仏教寺院）の中に、土着神を祀るゲンカンと
いう施設が併設されており、そこにはアマ・ジョ
モを中心に、メメ・ダンリン（アマ・ジョモの
夫、あるいは弟）や土地の神々が描かれている。
アマ・ジョモにまつわる伝承には、土着神がア
マ・ジョモと戦い、最後には手を組むといった
ストーリーが豊富に遺されており、アマ・ジョ

モ信仰が在来の土着信仰と融合しつつ、今日ま
で守られてきた様子が伺える。
　もう一つの調査地であるカリン地域では、仏
教寺院ボカラカンの中に建てられたゲンカンに
アマ・ジョモとメメ・ダンリンが祀られており、
毎年 5 月末にジョモ・セカという儀式が、メ
メ・ダンリンの直系子孫といわれるメメ・ドル
ジ氏により執り行われてきた。その１週間後に
は、同地のダンリン湖でダンリン・セカという
儀式が行われる。このように、カリン地域では、
儀式を実践することにより、アマ・ジョモ信仰
を伝えるという特徴がみられる。アマ・ジョモ
伝承に詳しいのは年長者であるが、彼らはシャ
ショップしか話さない場合が多い。そのため渡
邉さんは、バラエティーに富むアマ・ジョモ信
仰のストーリーを、彼ら自身の言語、シャショッ
プで記録しておきたいと考えている。

2．私のフィールドノート　－岩木山からヒマ
ラヤ・チベット、白神山地、津軽の山々－

記録作家、津軽百年の森づくり代表、
明治大学山岳部炉辺会

　　根深 誠

　根深さんは 1970 年代よりヒマラヤ遠征を多
数行い、1986 年ゴッラゾム（5600m 級の無名峰、
廣島三朗氏の命名。パキスタン）、1988 年シャ
ハーン・ドク (6194m、パキスタン ) 等、未踏
峰 6 座に初登頂している。1973 ～ 74 年の冬、
アンナプルナとダウラギリ山群に挟まれたトゥ
クチェ村に滞在した根深さんは、住民から「エ
カイ・カワグチ先生」の話を聞いた。言うまで
もなく、明治時代に仏教の原典を求め、当時禁
断の地であったチベットにヒマラヤの峠を越え
て潜入した河口慧海のことだ。根深さんは北隣
りのジョムソン村に行き、その先のムスタン地
方（当時、外国人は入域禁止）の岩石砂漠の山
並みを眺めながら、慧海が越えた峠は一体どこ
なのか？その経路を、いつか自分で調査してみ
たい、と思いを馳せた。本講演で根深さんは、
自らのライフワークとなったその調査の概要を

第 48 回雲南懇話会の講演概要
山岸久雄
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淡々と語られたが、配布資料（『岳人』2019 年
2 月号、空白の地図－ネパールとチベットの国
境をゆく－）には、調査の詳しい経緯と根深さ
んの熱い思いが語られている。
　ムスタン地方は 1991 年秋、外国人に開放さ
れた。翌 1992 年の夏、さっそく同地を取材旅
行で訪れた根深さんに、ネパール政府は特段の
配慮をもって、当時未開放であったトルボ地方
入域の許可を与えた。根深さんはかつてのヒマ
ラヤ登山で苦楽をともにした 1 人のシェルパ
を伴い、大峡谷を通り抜け、5 千ｍ級の峠をい
くつも越え、トルボ地方奥のチベット国境に向
かった。国境には、西からクンラ、マンゲンラ、
エナンラ、マリユンラという 4 つの峠があり、
そのどれかを慧海が越えたと思われた。慧海の

「チベット旅行記」に記載された峠のチベット
側の 2 つの池の形（長方形と円）と、同地に
伝わる神話との整合性から、この時はマリユン
ラを越えたと推定したが、マリユンラから望見
した池の形はよくわからず、一抹の不安が残っ
た。この調査の様子は「遥かなるチベット」（山
と渓谷社、1994 年刊）にまとめられ、第４回
JTB 紀行文学大賞を受賞している。
　その後、2004 年に慧海の姪である宮田恵美
さんから、慧海が当時書いた日記のコピーを入
手することができた。さらにネパールが近年作
成した地形図やランドサット衛星写真、GPS
端末などを用意し、2005 年と 2006 年、根深さ
んは再びチベット国境に向かった。慧海の日記
の峠越えにあたる部分は黒く塗り潰され、判読
不能であったが、その前後の記述は参考になっ
た。衛星写真による池の形、峠に至る道の住民
からの聞き取り、現地調査を考え併せると、慧
海はマンゲンラを越えたとするのが最も合理的
と根深さんは結論づけた。
　この調査に先立つ 2002 ～ 2004 年、根深さ
んはトルボのツァルカ村に 3 年がかりで鉄橋
を架ける工事を支援した。その経緯は根深さん
の著書『ヒマラヤにかける橋』（みすず書房、
2007 年刊）にまとめられているが、本講演で
は、この工事の様子を映像で詳しく紹介された。
根深さんと 地元住民との交流の深さに心を打
たれた。（後日談：根深さんは 2019 年 6 月～ 8
月に慧海の越境ルートの再調査を行い、現段階
の推理としてムィコーラからラルラ（現地名：
ゴップカルラ）を越え、クンツォ～ネーユ～白

巌窟に至るルートを想定されている。）

3．「穴」と「箱」の来歴：カトマンズ盆地の
道ばたから

関西学院大学社会学部教授、山岳部長、
AACK　古川 彰

　古川さんは社会史と自然史をつなぐエスノグ
ラフィー（行動観察調査）、すなわち人と自然
の関わりや、その変遷過程を、人の暮らしの側
から分析する調査を行ってきた。本講演では、
カトマンズ盆地に 4 世紀頃から暮らすともい
われる先住民「ネワール」の王都であったパタ
ン市の旧市街（1979 年に世界文化遺産に登録）
の路傍に点在する、ジャルンと呼ばれる石の

「箱」と、ガーと呼ばれる「穴」の由来と現状
が語られた。
　ジャルンは広場の道端や街角に建てられた石
造りの給水所であり、朝一番に井戸から汲んだ
水を入れ、旅人らの喉を潤してきた。その建造
の歴史は古く、5、6 世紀まで遡る。ジャルン
は街の名士が亡くなったり、伝染病などの災厄
が起きたあと、コミュニティや遺族、篤志家が
記念として建立したもので、20 世紀半ばまで
作られてきた。2005 年の調査時にはパタン旧
市街に 106 基のジャルンがあり、その内、毎
日給水されているのは 5 基であった。ジャルン
の数は年々減少しており、2015 年には 96 基、
2017 年には 73 基となった。
　一方、「穴」（ガー）には、いろいろな種類が
あり、それぞれ固有の名前（ブンガー、サガー、
ナウガー、デョガー、チャサ、カラン・・・）
が付いており、街区の辻ごとに配置されている。
たとえばチャサと呼ばれる穴には、生まれた時
の後産や通過儀礼の儀式で使われた供物、死者
が使っていた布団や衣類などが入れられてき
た。ガーは本来、深い穴であったが、現在では
浅いものになっており、単に場所を示す印だけ
が残されているものもある。ガーがいつ頃から
使われ始めたのか明らかではないが、今でも蒲
団や後産の壺などを見ることがあり、実際に使
用されている。本講演の配布資料には、出産時
や死亡時にガーに何を、どのように置くのか、
当事者であった人たちへのインタビューが載っ
ている。また、ガーに置かれたものを片付ける
カーストの人へのインタビューも載っている。
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　Newsletter96 号では、「大雪の高田から」と
題して、さきの冬、つまり 2020-2021 年の冬

（2021W とも書くことがある）の大雪について
報告しました。12 月からの積雪がたびたびの
降雪で増加し、ついに積雪 249cm に達する記
録的な豪雪となり、交通・物流をはじめとして

大きな影響が出ました。しかし幸いなことに 1
月半ば以降はそれほど大量の降雪はなく、2 月
14 日現在の積雪深は 115cm まで減りました。
ここまでが前回の報告ですが、その後について
遅ればせながら報告します。

大雪の高田、その後
横山宏太郎

　長い間、ネワール伝統文化の一端を形作って
きた「箱」や「穴」であるが、近年、自動車の
増加に伴う道路整備、世界遺産にふさわしい街
並みの整備、衛生環境の向上要請、民主化によ
るカーストの役割の終焉など、様々な理由によ
り、その姿が街角から、そして人びとの記憶か
ら消え去ろうとしている。

4．映像・トークショー：生きるって、なに？ 
　－自分らしく生きて、自分を好きになろう！－

地球の広報・旅人・エッセイスト
たかの てるこ

　たかのさんは「世界中の人と仲良くなれる！」
と信じ、7 大陸・70 ヵ国を駆ける旅人である。
代表作『ガンジス河でバタフライ』はドラマ化
もされ、著書多数。映画会社に勤めた後、独立し、
世界の魅力を伝える“地球の広報”として、全
国での講演、メディア出演など幅広く活動。そ
して、AACK の高野昭吾会員のお嬢さんである。
　たかのさんが登壇し、軽妙に語り始めると会
場の雰囲気は一変した。彼女は学生時代、人と
比べて自分をダメな人間だと思い、“自分イジ
メ”をしていたが、20 歳の時、勇気を振り絞っ
て海外ひとり旅へ。今までの人生では、学校で
も職場でも上下関係があったのに、旅先での出
会いでは、どんな人とも年齢や出身、肩書きな
ど関係なく、ありのままの、等身大の、生身の
人間として出会うことができた。そして、日本
の常識＝世界の常識ではないことを知り、初め
て「自分の欠点は全部、長所なんだ」と自分自
身を受け入れることができるようになった。
チベット文化圏を旅したときは、仏教徒たちが

「生きとし生けるもの
4 4 4 4 4 4 4 4 4

」の幸せを祈っているこ

とに衝撃を受けた。「自分の願い事をする必要
はないよ。世界の平和には、君のことも含まれ
てるんだ。世界が平和になれば、君も自動的に
幸せになるのに、どうして自分ひとりだけ幸せ
になろうとするんだい？　君の幸せと世界中の
人の幸せは繋がっているんだよ」と言われ、目
からウロコがぼたぼた落ちた。私がひとりでは
幸せを感じることができないように、他の人
だって自分ひとりでは幸せを感じることはでき
ない。私の幸せは、他の人の幸せとも密接に繋
がってる！　と腹の底から思った、といった体
験を語った（紀行本『ダライ・ラマに恋して』
のエピソードより）。
　独立後、大学でも教えることになった彼女は、
教え子から「生きる意味がわからない」と悩み
を打ち明けられた。前向きな心が湧くような文
章をと思い、彼に送った文章を元に、写真絵本

『生きるって、なに？』を 500 円で自費出版。
講演後の販売会で、かなり多くの人がこの本を
手にし、私もその一人であるが、本を読んでた
かのさんの思いをより深く理解できた。「生き
るって、なに？」という、幼い子どもが抱くよ
うな素朴な問いかけに、「それは、自分をまる
ごと愛すること」「それは？」「自分を大事にす
ること」と問答のように続いていく。「生きて
いる」ということは、人とつながり、世界とつ
ながっていることであり、すべての人類の歩み、
すべての自然、すべての源である宇宙ともつな
がっているということが、彼女が撮影した世界
中の素敵な笑顔写真とともに伝わってくる。（後
日談：その後、写真絵本シリーズは、第２弾『逃
げろ 生きろ 生きのびろ！』、第３弾『笑って、
バイバイ！』を含め、累計 16 万部超のヒットに。
書店やアマゾンでも購入可）
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　1 月半ば、積雪が 2m 以上のころ、豪雪下の
生活に疲れた住民は、さらに降雪が続けば大変
なことになる、と心配していました。1 月から
2 月にかけてはいちばん気温の低い時期ですか
ら降雪の続くのがふつうで、過去の記録的豪雪
ではその結果として 3m を超えるような積雪に
なったわけです。図 1 でもその様子は見て取れ
ます（1986W）。
　しかし、前述の通り、たいへん幸いにも約 1
か月にわたってそれほど大量の降雪はなく、2
月14日現在の積雪深は115cmまで減りました。
気象庁の予報では、そこから 1 か月は気温高め
の確率が高くなっていましたので、やれやれと
思っていたのですが、その直後、2 月 16 日か

らまた降雪が始まり、3 日間で 97cm の降雪深
を記録しました。その結果、積雪深は、200cm
に達しました。
　もちろんこれでも市内の交通などで混乱はあ
りましたが、比較的早く収束しました。それは、
1 月の大雪の後、約 1 か月もの長い期間にわた
りまとまった降雪がなく、道路や家屋周辺の雪
が片付いていたことによると言えるでしょう。
また、それ以後はまとまった降雪はなく、3 月
20 日、比較的早く消雪となりました。

　図 1 は、ひと冬の積雪深の推移を示したグラ
フです。データはすべて気象庁データによりま
す。さきの冬（今冬としています）、2021W と、

図 1	 高田の日最大積雪深の推移、気象庁データによる。
	 今冬（2021W）を 1986W と比べると、1 月下旬から 2 月上旬の降雪が少なかった。

図 2　大雪時と無雪期の市街。上越市・高田地区
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比較のために極端な豪雪（1986W）、極端な少
雪（2020W）、平年値、平年に近い冬（2018W）
を示しています。1986W と 2021W を比べると、
上に述べた 1 月から 2 月にかけての経緯の違い
が分かると思います。また、2020W と 2021W
を比べると、年々の変動の大きさがよくわかり
ます。
　図 2 は、前報の大雪時の写真と、雪のない状
態の写真を並べてみたものです。雪は融けてし
まえばこのように無くなりますが、いずれは融
けると分かっていてもそのままにしておくわけ
にもいきません。大雪ともなれば、除雪の負
担は、自治体にも、住民にも大きなものにな
ります。

　ここまで高田のお話をしてきましたが、周辺
はどうだったのでしょうか。気象庁アメダスの
データによりこの冬の状況を示します。
　表 1 に示すデータは、図 3 の 5 地点です。「高
田」は平野部で、「関山」は妙高方面の山地に

向かって標高が高まって行く、山地の入り口と
でもいうような地域、ほかの 3 地点はいわゆ
る「中山間地域」です。それぞれこの冬の積雪
深を年最深積雪平年値と対比させてみると、関
山と津南ではほぼ平年並みかそれ以下なのに対
し、ほかの 3 地点では平年よりかなり多く、特
に平野部の高田で平年の 2.5 倍の積雪になった
ことがわかります。山地は普通の雪程度、中山
間地と平地は大雪という傾向です。山雪パター
ンが少なかったとも言えますし、雪雲が平野部
から中山間方面に頻繁に流れ込んだとも言えま
す。私などが願うところの理想的な雪、平野に
少なく山に充分という降積雪のパターンとは真
逆になってしまいました。

　すでに次の冬の天気予報も発表されていま
す。寒侯期（12 月〜 2 月）予報では、新潟県
についてみると、気温は低い確率が、降雪量は
多い確率が、それぞれ高くなっています。また、
大雪になりやすいというラニーニャ現象が、秋

図 3	 積雪を比較した地点。左図は地理院地図（maps.gsi.go.jp）に加筆、右図は www.freemap.jp よりダウンロード
し改変

表 1　新潟県南部の積雪比較　データは気象庁による
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事務局便り

ります。これが終了しますと 2 週間後には新年
を迎えますが、2022 年は、このままコロナ感
染も収まり対面で皆様とお会いできる年となる
ことを願っています。� （AACK 事務局）

　12 月 18 日に AACK の共催で京都大学百周
年時計台記念館にて対面で雲南懇話会が開催
されます。今までの 2021 年の AACK 主催あ
るいは共催の事業はすべてウェブ方式でしたの
で、これが 2021 年では初めての対面形式とな

会員動向

会員異動

東　卓夫　勤務先変更
岩井國臣　自宅住所変更
栗本俊和　メールアドレス修正
田中達吉　勤務先削除

編集後記

発行日　2021 年 12 月 15 日　
発行者　京都大学学士山岳会　会長　幸島司郎
発行所　�〒 606-8501 

京都市左京区吉田本町（総合研究 2 号館 4 階）
　　　　�京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究 
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編集人　横山宏太郎
製　作　京都市北区小山西花池町 1-8
　　　　㈱土倉事務所

　AACK 創立 90 周年ですが、編集人の準備不
足から Newsletter で特集を組むまでに至らず、
幸島司郎会長にメッセージをお願いしました。
　斎藤清明さんは、三高山岳部報告第一号を
紹介してくださいました。前号で紹介された
AACK 会報第一号とあわせ、記録をかたちに
して残すことの意義をあらためて感じました。
　牛田一成さんには、ライチョウ保全活動での
ご活躍を書いていただきました。牛田さんの腸
内細菌研究は、ゴリラの森からヒマラヤの氷河、
また太古まで時空を超えて広がっているようで
す。また興味深いお話を期待しています。
　芳賀孝郎さんからチョゴリザのカメラマン、
潮田三代治さんの追悼文をいただきました。ま
さに壮烈な 104 年の生涯、謹んで潮田さんの
ご冥福をお祈りいたします。
　雲南懇話会の報告は、取りまとめの山岸さん
のご苦労は大きいでしょうが、貴重な情報です。

　著者の皆様ありがとうございました。会員の
皆様にはご寄稿・ご協力よろしくお願いいたし
ます。
	 横山宏太郎

次号原稿締め切り　2022 年 1 月 16 日
原稿送り先：横山宏太郎
〒 943-0832　上越市本町 2-1-12-801
メールアドレス：peng-y@amy.hi-ho.ne.jp

能田　成　メールアドレス変更
松沢哲郎　勤務先削除
松本保博　自宅住所変更
吉村千春　勤務先電話番号変更
和田泰三　勤務先変更

から冬にかけて発生する可能性が高いとも言わ
れており、雪国の住民としては例年以上に心配

しながら冬支度をすることになりそうです。


